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りの３ からは５ はもうとれない 「基cm cm 。
準のいくつ分という倍の意味」を拡張するに
、 （ ） （ ）、は ５ を１ 倍 と見れば は２ 倍cm 10cm
は３（倍）と見られ、 と の15cm 10cm 15cm
間にある は、いくつと見られるか、と13cm
いう見方が必要である。




10cm 15cmりができる それに対応させて と。 、
の間も 等分して細かい目盛りを作る。10
【 】図１
10 13 15 cm０ ５
０ １ ２ □ ３ 倍
と の間の長さは５ であるか10cm 15cm cm
ら、 等分することで作られた新たな１目10
盛りは、５÷ ＝ より、 を表す。10 0.5 0.5cm
この新たな目盛りで から までを10cm 13cm
はかれば、６目盛り分となる。この１目盛り
は を表すと同時に の 倍を表す0.5cm 5cm 0.1
から３ 分は 倍を表している。 はcm 0.6 10cm
の２倍であることは既にわかっているの5cm

































研究において 「 と 」とい、 Unitizing Norming
う２つの見方を提供している。本研究におい

















乗法構造（１６の要素の３ ４を見つける 」/ ）
の事例である。
【図２】
× × × × × × × ×
× × × × × × × ×
① ＜１６（１ ）＞UNITS
× × × × × × × ×
× × × × × × × ×
② ＜４（４ ）＞UNITS
× × × × × × × ×
× × × × × × × ×
③ ＜３／４ ＯＦ １６＞
①１６個の要素を１６ユニットと見なしてく
ださい。１から成るユニットが１６こあり
































































































































、 、□２ は 未習 の小数倍に当たる大きさを註２）
小数倍の意味に基づいて求めることができる
かを見ることを意図している。









問 題 Ｈ Ｓ
１４０ｍは 立式 ○ ○
１ ５０ｍの 答え ○ ○□
4 5何倍？ 説明 図 図
(１) ５０ｍの１倍 ○ ○
２ (２) ５０ｍの 倍 ○ ○□ 0.3
(３) (２)の説明 △ ○
(４) ５０ｍの 倍 × ○1.3
３ の 倍を ①賛成反対 賛 反□ 50m 0.1









































⑥ ｍの 倍にあたる大きさを図から50 1.5
求める
⑦ ｍの 倍にあたる大きさを図から50 1.2
求める
⑧ ｍの 倍にあたる大きさを図から50 1.3
求める
⑨図を見て ｍは ｍの何倍にあたるか95 50
を読みとる
⑩ ｍの 倍（図中にまだ目盛りのふ50 2.3
られていない部分）にあたる大きさを求
める。
⑪ ｍは ｍ何倍かを図から求める 読140 50 （
む）
⑫ ｍは ｍ何倍かを図から求める 読130 50 （
む）




⑮ ｍの 倍にあたる大きさを計算で50 0.1
説明しようとする
⑯ ｍの 倍が５ｍになることを図に50 0.1
目盛りをふって説明する
















Ｈ ：ここが ますうったんだけど、1 8
0.1 0.2 2.1 2.2 2.3倍 倍いやちがう ， ，
やってちょうどうってみたら になった0.8
まず、ここまでがこの長さの 倍で、ここ2
が 倍あるからこの つをたして 倍っ0.8 2 2.8
てわかった。
＜分析・考察＞
Ｈは、前の場面で ÷ ＝ という140 50 2.8
計算に基づき、 が の 倍である140m 50m 2.8
140と結論づけていた。そして図に基づいて
ｍは ｍの 倍であることを説明するた50 2.8
め まず の説明を試みた Ｈの発話 こ、 「 」 。 「.8
こが（に）８ますうったんだけど」のここは
「 と の間の目盛り」をさす。100m 140m
「 倍 倍いやちがう ， ， や0.1 0.2 2.1 2.2 2.3
ってちょうどうってみたら になった 」0.8 。
















Ｔ ：今言ってたことは ｍが 倍ってことだ5 40 0.8





Ｈ ：それでここがちょうど 個分あったから、9 10
もう一度めもりふって、何個分ってやったの
Ｈ ：ここ（ ｍから ｍ）が なの10 0 10 1cm
ここからここが。ちょうど だからここ1cm
までくれば（ ｍから ｍまで） っ0 100 10cm
ていう意味で、ここを目盛りはかって、半








りの幅は （１０ｍを表す）１ を半分に、 cm
して得られた。
【場面３（Ⅰ－② 】）
Ｓ ： だから、9 5mm
Ｈ ：ちょっとずれてる。11
増えていってる。Ｈ ： ずつ12 5mm
Ｓ ： は 倍。10 5mm 0.1
Ｈ ： が いや 倍と考えてあれ、13 1mm 0.5 0.1
えー…
Ｓ ： じゃないの。11 5mm
Ｈ ：あっ、そう。 が 倍と考えて。14 5mm 0.1
それでこうやっていくと、ここが、
Ｓ ・Ｈ ： 倍。12 15 0.8
Ｓ ：それで全部合わせて 倍13 2.8
＜分析・考察＞








けられる。そして、 の５ と 倍をS10 mm 0.1
、 、関連づける発話を聞き はノルム化をやめH
mm 0.5それについて述べようとするが １ が「











ある。 と の反応は の次のようなH18 H19 H
２つの認識の結果を示すと考えられる。１つ
は 「 は２である」ということ、そして、 100m
他の一つは「 倍は である」というこ0.1 0.1m
とである。













Ｈ ：ここからここまで（ から まで）24 100m 140m
目盛りが あるって事は…8
Ｓ ：ここからこう行って になればいいんで20 140
しょ。だったらここを にしたら。5
Ｈ ：半分にしたらいいんだ、半分なんだから だ25 5
Ｈ ・Ｓ ： ， ， ， ， ， ， ， 。26 22 5 10 15 20 25 30 35 40
Ｈ ：ここが だからでここが だから27 100 40
＋ で 。100 40 140
Ｓ ：本当はね、これがこうなって、 の目盛り22 5
じゃなくて大きい の目盛りちゃんとした1
の目盛りをうたないと。0.1
Ｈ ：ってこの の（Ｔ ： ｍ？） ｍ28 10cm 13 10 10
の目盛りでうってると半分なんでしょ。
Ｓ ： ｍの半分は だから、23 10 5
Ｈ29：5cmでしょ（Ｔ14：5ｍ？）1めもりが5ｍ。
0.1の位は1目盛りが5ｍ。
Ｓ ：ここも（ ｍから ｍの間）細かく言え24 0 100
ば ｍ。5
Ｔ ：じゃあ、赤で書いていってよ。15
Ｈ ：ここが 倍でしょ（ の上に を書く 。30 1 50 1 ）
それでここがまた半分なんだよ。俺書くよ
ｍごとの目盛りをふる（略 。 ｍまで5 100）
いった後、
Ｈ ：ほんとはここまでで 。31 10
Ｓ ：ここと同じ存在。25
Ｈ ： つ分で でいいのかな。これ つ分で32 2 10 2
。だから ， ， ， 。10 10 20 30 40
Ｓ ：ここが だからここも でしょ。26 5 5
Ｈ ：ちょっといい？ ここもまたは ｍで。33 5
ここもまたは ｍ。ここもまたは ｍ…10 15
ｍ… ｍ… ｍ…、 ｍ… ｍ。20 25 30 35 40
で ｍと ｍをたすとさっきの ｍ40 100 140
＜分析・考察＞
の「ここからここ（ から ）H24 100m 140m
0.1まで『目盛り』が８個あるから…」は、
「倍」というユニットで から を100m 140m
ノルム化すると８ユニットであるということ





、 「 」られ では 10ｍ幅の目盛りをユニットH25
として、それを半分に分割することで新たな
ユニット「５（ｍ 」を得ている。）
S H 40その後 と は５をユニットとして、








」 、「『 』盛りは５ｍ と結論づけた上で の位0.1
は１目盛りが５ｍ」とまとめていた。
の言う「 の位」とは、何を意味すH29 0.1



































盛りが 「 」や「１倍」をもとにして作、 50m
られていない。この点が重要である。
【場面６（Ⅰ－⑤ 】）
Ｔ ：じゃあ、 の下に とかって書いてくれ16 5 0.1
る。
Ｔ ：じゃあ、 の下は？17 10
Ｓ ： でしょ。28 0.2
.Ｈ34：ちがう0.1でしょ。0
Ｓ ：え、 でしょ。29 0.2
Ｈ ： か。35 0.2
Ｔ ： のしたは 。18 10 0.2
Ｈ ：え、あ。ちょっと待って。ちょっと待って36
Ｈ ： の下は ？いいんだ。37 10 0.2




って書いてくれる」という依頼し 「 の下、 10
は」と問うた。 が「 」と答えているにS28 0.2
もかかわらず は「ちがう でしょ」とH34 0.1







直線の （ｍ 」のところを指している。100 ）





Ｓ ：それでここが になる。31 1
Ｈ ：これが繰り返されて。39
Ｓ ： ってなっていって、32 0.1
Ｈ ：これが同じで、 になる。この って言う40 2 1
のは、 倍の 。ここも 倍だから、 倍っ1 1 1 1
ていうのが入っているから ＋ で 倍。1 1 2
ここからここまでが 倍。ここもどんどん2
目盛りを打っていくと になる。8
Ｓ ： になる33 0.8
Ｈ ：そうそう、 までいけない。41 1
Ｓ ： までいけないで半端になって になる34 1 0.8
Ｔ ： 何？19 0.8
Ｈ42：0.8ｍ。
Ｔ ： ｍ。20 0.8
。Ｈ43：ｍ、ｍ
Ｓ ：え、 ・・35 0.8



















する と の反応から裏付けられる。H42 H43
【場面８（Ⅱ－⑥ 】）
Ｔ ： ｍの 倍は何ｍか、この図でいってく20 50 1.5
れる？
Ｓ ： ｍの 倍？37 50 1.5
Ｈ ：ちょっと待って、図で考えると、ここが45
1 1 2 3 4 5倍で
（ 倍から先 目盛り数えて縦に線を引く）1 5
Ｈ ：ここが 倍。46 1.5
Ｓ ：ここが 倍の地点で、38 1.5
Ｈ ：ここが市川先生が言っていた 倍の地点47 1.5
Ｔ ： 倍の地点は何ｍ？21 1.5
Ｓ ：これが半分で 。39 55
Ｈ ：え、あっそうか。 ｍ。48 55
Ｓ ： ｍ。40 55
Ｔ ： ｍ。22 55
Ｈ ：はい。49
Ｓ ：あれ か？41 55
Ｈ ：まてよ、 ｍで、50 100
Ｓ ：ここが ｍでしょ。いいんだ。42 50
Ｈ ： でいいんだ。51 55
Ｔ ： 。23 55
Ｈ ： ｍ。 （図に書き込む）52 55
Ｓ ： かな？待って、 かも。43 55 25
Ｈ ：何で？53
Ｓ ：だって と の半分は じゃん。44 50 50 25
半分の地点にきてるんだから、 ｍ。75
Ｈ ： 倍してるから までいったってことで54 1 50
Ｓ ：だから、 （目盛りと45 55 60 65 70 75
対応させながら）
Ｈ ： 。 倍55 75 75









して 「 倍」をノルム化している。、 .5
の発話にをきっかけに、 の 倍S39 50m 1.5
に当たる大きさは であると も も結55m S H
論づける （ ～ ）。 S39 H52
しかし、 により「 かも」という新たS43 25











S S45 47は で説明の方法を変えているし、Ｓ
は、Ｓが自分で納得する様な話しぶりになっ
ている。
、 、Ｓ では に対し ５をユニットとして45 H
目盛りと対応づけながら累加していく方法で
を構成してみせている。つまり、５と１75




そして 「 倍増えると５ｍ増える」とい、 0.1
う性質を見出したと考えられる。言い換えれ






Ｔ ： ｍの 倍（図の中にまだ目盛りがふら27 50 2.3
れていない部分にあたる問題）は、何ｍ？
Ｈ ：ここを越してる、あれ？62
Ｓ ：いいんだよ。ここで だから（図示しなが52 2
ら 。）
Ｈ63・Ｓ53：5 ，10，15。
Ｈ ・Ｓ ： 。64 54 115
【場面１０（Ⅱ－⑩ 】）





Ｓ ： 。倍57 2.6
Ｈ70：2.7，2.6 2.6倍
＜分析・考察＞
場面８の考察と合わせて、 、 倍か140m 2.8




Ｔ ：もう一枚のプリントで、秋子さんは ｍ30 50











で「 ｍの 倍は ｍか」の問いH71 50 0.1 0.1
に対し 「ちょっと自信がない」と述べてい、
る。 にとって、これは小数倍の学習ですっH




















Ｓ ：ここは、零点 だから 倍74 10 1
Ｈ ： じゅうってわけは、93 0.
Ｓ ： じゅうてことは、 だから、ここは 倍75 0. 1 1
それでちゃんとした ｍになる。50
Ｈ ：今の問題は、 ｍの 倍って事だから、94 50 0.1
ここだから（図示）
＜分析・考察＞
では に見立てた帯を 等分してH92 50m 10
目盛りをふる活動が見られる。 等分して10


















































という 「量（長さ 」とは独立した数の系、 ）
列を作り出す過程に着目することができた。
































また 「基準にした量の に当たる具体、 1/10
量を 倍とすればよい」ことに関して、0.1
「倍」を「量」と独立した測度空間として捉
50 0.1えられない子どもの姿として 「 ｍの、
倍と ｍの区別がつかない」現象が見られ0.1




















、「 」さらに 量や倍などと ユニットcompisoite
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